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け、「むしろ、｢平和｣こそが生産力の発展を推進するものである」とする J. U. ネフの主張をとっていた（角





























                                                                                                                                                                       
流の変容のなかでゾンバルト受容・研究の方向性の変化をみる必要を示しているのではないだろうか。 
2 Sombart, Werner. Deutscher Sozialismus, Berlin, 1934. 難波田春夫訳『ドイツ社会主義』早稲田大学出版部、
1982 年。 
3 Sombart, Werner. Die Juden und das Wirtschaftsleben, Leipzig, 1911. 金森誠也／安藤勉訳『ユダヤ人と経済生

















研究所に送られたあと、「水晶の夜」50 周年の 1988 年秋にフランクフルトで改題されて出版された。Heyman, 
Fritz. Tod oder Taufe: Die Vertreibung der Juden aus Spanien und Portugal im Zeitalter der Inquisition, hrsg. und 
eingel. von Julius H. Schoeps, Frankfurt am Main 1988. 小岸昭／梅津真訳『死か洗礼か――異端審問時代にお
けるスペイン・ポルトガルからのユダヤ人追放』行路社、2013 年。ゾンバルト批判が出てくる箇所は以下
のとおり。ibid., S. 98-99, 109, 119. 同上、108-109 頁、122 頁、132-133 頁。 






































挙している。Tsuneki, Kentaro. Die Einflüsse der Wertpapierlehre auf die Disputationen über Juden im Kaiserreich, 
in: Journal der Juristischen Zeitgeschichte, 2008, Heft 1, S. 20-24.  
7  この章は以下の論文を加筆修正したものである。 Sombart, Werner. Die Kommerzialisierung des 
Wirtschaftsleben, in: Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik, XXX, 1910, S. 631-665; Die 
Kommerzialisierung des Wirtschaftsleben (Schluß), in: Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik, XXXI, 1910, 
S. 23-66. 
8 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 60. 金森／安藤訳、98 頁。 
― 4 ― 
わけ無記名証券（Inhaberpapier）である。彼はその法形式の起源をユダヤ人に求める。その理

























ろでは、「いかなる他の人格であれ（o qual si voglia altera persona / et quaevis alia alia persona 





                                                                 
9 ibid., S. 81-91. 同上、122-135 頁。 
10 ibid., S. 85. 同上、128-129 頁。なお、ゾンバルトが用いたシュトラッケの保険論の版は、参照頁番号と
の照合から以下のものだと考えられる。Stracchae, Benvenuto. Tractatus duo de assecurationibus, proxenetis, 
atque proxeneticis, Amstelodami, 1668, Glossa. VII, S. 29. ただし、この元版となるものは 16 世紀半ばに出てい
る。この点についての詳細な報告は別稿に譲りたい。 






































































                                                                 
11 以上 3 つの引用箇所は以下から引いている。Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 86. 金森／安藤
訳、129-130 頁。 
12 ibid., S. 87. 同上、130-131 頁。 
13  Rehberg, Karl-Siegbert. Das Bild des Judentums in der frühen deutschen Soziologie: „Fremdheit“ und 
„Rationalität“ als Typusmerkmale bei Werner Sombart, Max Weber und Georg Simmel, in: Horch, Hans Otto (hg.), 
Judentum, Antisemitismus und europäische Kultur, Tübingen, 1988, S. 151-186, S. 183. 


























































                                                                 
14 Sombart, Werner. Der Bourgeois. Zur Geistesgeschichte des modernen Wirtschaftsleben, München und Leipzig, 
1913, S. 375. 金森誠也訳『ブルジョワ――近代経済人の精神史』中央公論社、1990 年、385 頁。国家教会
制度とは、具体的にはほかに、イングランドの国教会、ドイツの領邦教会などをさす。なお、「異端者」に
関連しては、別の箇所では Heterodoxe（非正統者）、Häretiker（カトリックから見た異端者）という語を使っ




Bourgeois, S. 376-378, 384-389. 金森訳、387-389 頁、395-401 頁。 
15 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 207-212。金森／安藤訳、269-275 頁。 
16 ibid., S. 210. 同上、272-273 頁。具体的には、国や共同体の役職、議会、軍隊、そして大学のしかるべき
地位につくことを阻まれたのだという。この記述を現在の歴史研究は根拠づける。たとえば、「1449 年にカ
スティリャとトレドで導入された｢純血法｣は、大学・公職・修道会からコンヴェルソ conversos（改宗ユダ
















住である。ユダヤ人の場合とりわけ重視されているのが、15 世紀末期に始まった 30 万人にも
のぼるスペインのユダヤ人、すなわちセファルディームの漂泊（移住）である。そして、移住
した人々のなかに改宗ユダヤ教徒＝マラーノ（Marranos）19 がいたことも指摘する。『ユダヤ人
と経済生活』の第 1 部第 2 章「16 世紀の経済中心地の移動」20 で彼は以下のように述べる。 
                                                                                                                                                                       
ヤ人）を排除したが、この法は 1555 年に教皇庁により批准され、ポルトガルに王国に適用された」（深沢
克己「ヨーロッパ商業空間とディアスポラ」、『岩波講座 世界歴史 15 商人と市場――ネットワークのなか
の国家』岩波書店、1999 年、181-207 頁、185 頁）。なお、深沢は同時に、ユダヤ人に寛容であったアムス
テルダム、イギリスすらも公職からの排除を行っていたことを指摘している。 





うか？」（ibid., S.209-10. 同上、272 頁）。ユダヤ人は「半市民」でありつつ特権を有していた。国家はその
経済的利害にもとづき「半市民」を厚遇することもあったのだが、それは迫害と表裏を成していたのであ
る。ユダヤ人迫害については本章(3)で詳しく述べる。 





くま学芸文庫、1996 年、14 頁）。『ユダヤ人と経済生活』のなかで彼らは新キリスト教徒（neue Christen）、
偽キリスト教徒（Scheinchristen）、隠れユダヤ教徒（Kryptojuden）、偽装ユダヤ教徒（Scheinjuden）という
呼び方でも登場してくる。 
20 この第 2 章もふくめ、『ユダヤ人と経済生活』の第 1章から第 4章は以下の論文を加筆修正したものとなっ
ている。Sombart, Werner. Der Anteil der Juden am Aufbau der modernen Volkswirtschaft, in: Neue Rundschau, XXI, 
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まず他のなにものにも先がけて思いを馳せなくてはならない壮大な世界史的出来事は、ス
ペインおよびポルトガルからの追放であろう（1492 年、1495 年、それに 1497 年）。コロン

















                                                                                                                                                                       
1910, S. 145-173. 




年 8 月 3 日早朝というから、これはユダヤ教徒の出国期限のわずか数時間後のことである」（小岸『スペイ
ンを追われたユダヤ人』、97 頁）。ゾンバルトは、このコロンブス遠征の物質的基礎はユダヤ人によって提
供されたのである、と述べる。コロンブスの航海は、1 回目は王室顧問官ルイス・デ・サンタンヘル（Luis 
de Santangel）がユダヤ人から提供してもらった資金によって、そして 2 回目、3 回目はユダヤ人から没収
した資金によって行われたのである（Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 32-33. 金森／安藤訳
64-5 頁。なお、1 回目のサンタンヘルは、小岸『スペインを追われたユダヤ人』96 頁によれば計理官）。さ
らに、この航海に大勢のユダヤ人が参加しており、コロンブスそのものがユダヤ人であった可能性がある
ことなどをゾンバルトは述べている（Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S.33. 金森／安藤訳、65-6
頁）。以上については、小岸『スペインを追われたユダヤ人』、90-98 頁も同様の記述をしている。 
22 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 16. 金森／安藤訳、43 頁。なお、「フェリペ 3 世」は「フェ
リペ 2 世」の誤りである。この点に関して、具体的には異端審問所の設置（1535-39 年）、ポルトガル＝ス
ペイン同君連合の成立（1580 年）などが影響している（深沢「ヨーロッパ商業空間とディアスポラ」、194
頁）。 



































24 Sombart, Der Bourgeois, S. 384. 金森訳、394 頁。より具体的な記述は、Sombart, Die Juden und das 
Wirtschaftsleben, S. 15-9. 金森／安藤訳、41-47 頁。 
25 ibid., S. 199. 金森／安藤訳、259 頁。 
26 ibid., S. 200. 金森／安藤訳、261 頁。 

























 ここまで考察してくれば、このような財産収奪に関わっていた Präfekt とは何者かは明らかだ
                                                                 
28 たとえば、1640年代スペインとポルトガルは交戦状態となった際に、ポルトガルに軍事援助を行ったジェ
ロニモ・ニュネス・ダ・コスタ（Jeronimo Nunes da Costa）のもとの名は Moses Curiel である（Israel, Jonathan 






タント避難民のなかにユダヤ人がいたにちがいない」（Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 11-12. 
金森／安藤訳、37 頁）。ゾンバルトがこのユダヤ人の偽装とその偽名の使用との共通性に着目していたこと
は疑う余地がない。 
29 小岸昭『十字架とダビデの星』NHK 出版、1999 年、46 頁。上述のコロンブスの航海も、まさに没収さ
れた資金によって行われた。それは宗教を統一し、国庫を潤す一石二鳥の手段だったのである。このよう
に、国家にとって利益になる場合は厚遇の一方で迫害もされる、厚遇と迫害が表裏一体であるような不安














































の活動に関しては、同上、81-127 頁を参照）。したがって、ここでの Präfekt は少なくともスペインのカト
リックと関連のある人間であると考えられよう。だとすれば、それはイエズス会の人間であろう。 


























                                                                 
32 原語は persönlich。本稿ではこれを「人称的」と訳す。その理由については、拙論「ヴェルナー・ゾンバ
ルトの保守革命」、234-235 頁を参照。 





法起源説を批判しているのである（ibid., 79-80. 金森／安藤訳、121-2 頁）。ブルンナーについては、以下が
参照されている。Brunner, Heinrich. Das französische Inhaberpapier des Mittelalters und sein Verhältnis zur 
Anwaltschaft, zur Cession, und zum Orderpapier, Berlin, 1879. 庄子良男訳『フランスの無記名証券』（その 1～
その 3）、『筑波法制』37、2004 年 325-344 頁／38、2005 年、315-329 頁／39、2005 年、315-329 頁。Brunner, 

























                                                                                                                                                                       
Heinrich. Beiträge zur Geschichte und Dogmatik der Wertpapiere, Zeitschrift für das gesamte Handelsrecht, 22, 1877, 









Sombart, Werner. Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 78. 金森／安藤訳、119 頁。 
35 ibid., S. 92. 同上、137 頁。 










                                                                 
36 ibid., S. 143-4. 同上、195-6 頁。なお、この個所は『ユダヤ人と経済生活』の第 7 章「資本主義的経済志
向の形成」にあるのだが、この章は以下の論文を補訂したものである。Sombart, Werner. Jüdischer Geist im 








的構成において外的に表現されている」（Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 141. 金森／安藤訳、192 頁）。
これはどういう考えかというと、人間が経済的利害の中心点である―『ブルジョワ』の言葉を借りれば、「人




支出する分だけ人間は収入を得なくてはならない」（Sombart, Der Bourgeois, S. 11. 金森訳、21 頁）。したがっ
て、当然支出と収入は身の丈に合わせたかたちで均衡するものとなる。ここから、「生産者および商人はま
がりなりにも活動を行うことで身分相応の生計を立てるべし」という「生業（Nahrung）の理念」が生まれ
てくる（Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 142. 金森／安藤訳、193 頁。Sombart, Der Bourgeois, 
S.13-14. 金森訳、23 頁。なお、『ブルジョワ』においては「身分相応の生計の理念（Idee der standesgemäßen 
Unterhalts）」という言葉も出てくる。ibid., S. 11. 金森訳、22 頁）。ゾンバルトによれば、こうした理念が早
期資本主義の全時代を通じて支配的だった。したがって、その個人の「生業」を害するような「際限のな
い、果てしない利益追求」は「許されざる、｢非キリスト教的な（unchristlich）｣」ものとされた（Sombart, Die 




















仕事をしているのだ」（ibid., S. 196. 金森訳、205 頁）。こうした姿勢をゾンバルト
は「伝統主義（Traditionalismus）」と「必要充足（Bedarfsdeckung）」の態度とみなしている。なお、この「古
い型のブルジョワ」にかんする叙述が入った第 12 章と第 13 章は以下のものが組み込まれている。Sombart, 





























                                                                                                                                                                       
Werner. Der Bourgeois einst und jetzt, Neue Rundschau XXIV, 1913, S. 1481-1509.しかし、「古い型のブルジョワ」
の叙述にかんするかぎり、その内容はすでに『ユダヤ人と経済生活』第 7 章の元になった 1910 年の論文の
ときからほぼ同一である。 
38 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 77（118 頁）。無記名条項を備えた「無記名証券」について
は、現在このように述べられている。「証券の占有者すなわち所持人が権利者と推定される」（大塚・林・
福瀧『商法Ⅲ』、309 頁）。 
































                                                                 
39 Israel, Empires and Entrepots, p. 421. 
